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第 1章 研究の目的と論文の構成 

1.研究の背景と目的 

近年、経済の発展に伴って、観光産業を主な産業として経営している都市が

ますます増えてきた。観光とそれにかかわる種々のシステムが国策として重視

され、観光産業は経済に刺激を与え、都市の国際化を高めることができること

が、世界中で広く認識されつつある。 

今日の都市観光という言葉で表現する活動は、美術館、博物館、動物園、遊

園地、及び名勝旧跡などの施設で観光客を集めるといった単純なものではなく、

観光的要素を都市経営そのものに組み込み、建築、交通、商業、金融などいろ

いろな他の都市活動と連動させるといった複合化を意味している。また、観光

そのものの直接の経済効果に期待するだけではなく、観光を通して地域ブラン

ドを創生することを目的としている。 

ところが、現状の都市観光エリアをみると、観光案内装置は本来の機能を果

たしていないケースが多く見られる。例えば、情報内容が古く、表示内容の不

備、設置場所が不適切、破損・老朽化、また海外観光客に対する配慮不足、整

備主体、管理主体別によってそれぞれ単独に実施されている場合が多く、シス

テムとして整合性や連続性のある観光情報の提供は少ない。 

既往の研究をみてみると、都市における観光地の街づくりと公共サイン、案

内装置計画に関する研究は多数見られるが、観光目的地の分布特性、観光客の

観光行動と観光案内装置の関係の視点から見た観光案内システムの計画に関す

る研究は少ないのである。特に異なる国の都市における観光案内システムの比

較研究は、目下見当たらないのである。 

本研究は、以上のことを踏まえ、日本と中国において、観光目的地が面的に

分布している都市（以下、観光目的地の面状分布都市）と観光目的地が点的に
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分布している都市（以下、観光目的地の点状分布都市）の観光エリアを調査対

象とし、そこに設置されている観光案内装置の共通特性と個別特性を見出す。

また、アンケート調査をして、観光客の観光行動特徴とニーズを把握する。そ

して、これらの分析結果を基に、現状の課題を明らかにして、日中両国の観光

目的地の面状分布都市と点状分布都市に対応できる観光案内システム計画に関

するデザイン方法を導くことを本論文の目的とする。 

また、今回の研究を通して、今後の日中両国の観光目的地の面状分布都市と

点状分布都市の観光エリアにおける観光案内システムの計画・デザインの一助

とする。 

 

1.1.本論における用語の位置づけ 

本論文で用いる用語について、誤解や表現の曖昧さを避けるために、本研究

の立場から以下のように位置づけを行い、整理する。 

（1）観光目的地 

観光旅行、つまりツーリズムと呼ばれる保養、遊覧を目的とした旅行に対し

て、歴史・文化・自然景観などの観光資源や観光スポットを「観光目的地」と

定義する。 

（2）観光情報 

辞典によれば、情報とは、「事物・出来事などに関するお知らせ、行動の意思

決定をするために役立つ資料や知識であり、機械系や生体系に与えられる指令

や信号[注 3]」と示されており、本論では、観光する際に必要となる交通、食事・

宿泊、公共装置、観光地のアトラクションなどに関する情報と定義する。 

（3）観光案内装置 

観光を主な目的とし、観光客の円滑な移動を支援するために、観光目的地・
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交通機関・公共施設・宿泊と食事などの情報を提供するサイン、デジタル検索

装置、音声案内装置などの情報系都市公共装置を「観光案内装置」と定義する。

サインの種類と機能について、大別して、誘導サイン、位置サイン、案内サイ

ンの 3 種類に分けられるが、機能性の視点からみると、案内サインの中に掲載

されている地図の種類で、都市全域の「都市案内サイン」と観光エリアの「地

域案内サイン」と細分することが考えられる[注 6]。以上の検討結果から、本論

文では観光案内装置を「都市案内サイン」、「地域案内サイン」、「誘導サイン」、

「位置サイン」、「デジタル検索装置」5種類に分類する。 

（4）コンテンツ 

「コンテンツ」とは、映画、音楽、演劇、文芸、写真、漫画、アニメーショ

ン、コンピュータゲームその他の文字、図形、色彩、音声、動作若しくは映像

あるいはこれらを組み合わせたもの、またこれらに係る情報を電子計算機を介

して提供するためのプログラムであって、人間の創造的活動により生み出され

るもののうち、教養又は娯楽の範囲に属するものをいう[注 7]。本論文では、各

種観光案内装置が掲載、提供している観光情報の表示内容及び表示方法として

定義する。 

（5）都市観光案内システム、ハード、ソフト、ネットワーク配置 

観光客に観光情報を充分、円滑に提供するために、体系的に配置された公的

情報装置の仕組みは「都市観光案内システム」として定義する[注 13]。その仕

組み（システム）の具体的な媒体は「ハード」として定義する。物理的な装置

のハードに対して、観光コースや表示内容、表示方法などの情報コンテンツは

「ソフト」として定義する。各種ハードが連携された配置方法について、情報

の拠点（節点）と観光コースのルート（経路）からなり、流れ（フロー）があ

る配置方法は「ネットワーク配置」として定義する[注 14]。 
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（6）観光行動 

本論文では、観光を人間行動の一つの形態として捉える立場から、観光を観

光行動として、観光行動の特性をオリエンテーリング型（O型）、ワンダー型（W

型）とエクスプローラー型（E型）、3つの類型と定義する[注 16]（図 1-1）。 

 

類型 1 オリエンテーリング型 （O 型） 

 

類型 2 ワンダー型 （W 型） 

 

類型 3 エクスプローラー型 （E 型） 

 

図 1-1 観光行動の類型 

 

（7）抵抗なく歩ける距離 

「抵抗なく歩ける距離」とは一般的に歩行者が何の情報も提供されない状況に

おいて、抵抗なく歩行できる距離であり、これ以上だと車など他の交通機関を

使用したくなる距離である。 

ITPS-財団法人運輸経済研究機構（1973.3）の調査によると日本人が天候良好
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時に 50％以上が抵抗なく歩ける距離が 300ｍだという。また、京都工芸繊維大

学の材野氏の研究では、一般的に歩行者が何の情報も提供されない状況におい

て、抵抗なく歩行できる距離は約 200～300ｍとされている。 

（8）観光目的地の面状分布、点状分布都市 

都市の観光目的地の分布状況および地域特性の面から考えると、主要な観光

目的地が都市の一定エリアに集中している都市を「観光目的地の面状分布都市」

と定義する。本論文では日本の北九州市と中国の大連市を「観光目的地の面状

分布都市」と選定する。 

 

図 1-2 北九州市の観光目的地の分布図 

 

  

図 1-3 大連市の観光目的地の分布図 

 

 

北九州市の観光資源の分布が多かった門司港

地区と小倉都心地区は、集客拠点の中でも中心

的な役割を担っていると考えられ、拠点を階層

的に捉えることができたといえる[注 31]。 

大連市の観光資源の分布は相対的に集中であ

る。主に市内四区の沿海部に集中している分布

特性がみられる[注 32]。 
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「観光目的地の面状分布都市」に対して、主要な観光目的地が都市の広域に

点在している都市を「観光目的地の点状分布都市」と定義する。本論文では、

日本の京都市と中国の西安市を「観光目的地の点状分布都市」と選定する。 

 

図 1-4 京都市の観光目的地の分布図 

 

 

図 1-5 西安市の観光目的地の分布図 

 

（9）調査対象都市と調査対象ルートの選定基準 

都市は、人口規模や行政上の権限により多様に分かれているが、最終章の都

市観光案内システムのデザイン提案を日中両国にも適用させるために、行政、

産業、文化及び自然環境が類似している、日中間の姉妹都市である日本北九州

市と中国大連市、日本京都市と中国西安市という 4つの都市を選ぶことにする。 

京都市は日本有数の観光都市である。京都市

は，歴史的建物，文化的建物が多く点在し昔か

らの文化が継承されている都市である[注 33]。 

西安市の観光資源は歴史的な建築、寺、民族

文化、名勝旧跡などの人文観光資源を中心とな

り、都市全域に点在している[注 34]。 
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また、各都市の最も代表的な観光目的地や観光エリアを現地調査の対象とし

て選定することを前提として、各都市の観光局、観光協会が提供する観光エリ

アの観光ルートを調査対象ルートとして選定する。 

北九州市：「門司港レトロ・ガイドマップ」門司港レトロ観光情報サイト 

www.retro-mojiko.jp （2009年） 

大連市：「大連市星海湾旅遊観光地図」大連市旅遊局ホームページ 

www.dltour.gov.cn （2009年） 

京都市：「清水寺―八坂神社観光コース地図」京都市観光研究所 

www.kyotokk.com （2010年） 

西安市：「西安市旅遊観光地図」西安市旅遊局ホームページ 

www.xian-tourism.com （2010年） 

 

2.既往の関連研究 

本研究は、日本と中国において、観光目的地の面状分布都市と点状分布都市

の観光エリアを調査対象とし、そこに設置されている観光案内装置について、

現状の課題を抽出し、解決方法を探ることにより、日本と中国の都市の観光エ

リアにおける観光案内システム計画に関するデザイン方法を導くことを目指し

ている。しかしながら、観光客の観光行動と観光案内装置の関係に関する研究

が少なく、異なる国における観光案内装置との比較研究は未だなされていない。 

そこで、本研究における既往の関連研究は、観光行動、観光地の街づくり、

都市計画など、観光と都市環境整備に直接的に関わってきた分野を含めて見て

いく必要がある。 

既往の関連研究は、「情報系都市環境装置に関する研究」、「観光案内サインシ

ステムに関する研究」、「人間の行動と案内装置との関係に関する研究」の 3 つ
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に分けられる。 

 

2.1.情報系都市環境装置に関する研究 

情報系都市環境装置に関する既往研究には、森田昌嗣の「都市内主要街路に

おける公的サイン類の分布特性」の研究と、その知見を基に李民・森田昌嗣の

「中国・南昌市における歩行者用公共サインに関するデザイン提案--街路空間

における歩行者用公共サイン計画に関する研究」の研究と、佐藤優の「都市サ

インの視覚最適化と景観誘導に関する研究」がある。 

森田氏の研究は、都心の 3 つの主要な街路の公的サインの分布状況と比較分

析を行っている。その結果、現状の公的サイン類は、情報の区分別において分

布に差異が、また情報提供において種類の不足がみられ、加えて街路の全構成

要素に占める公的サインの分布量から、無秩序な景観の要因の 1 つとなってい

ると言っている。このことは、従来の管理区分別の単体整備にかわる体系的な

公的サインシステムづくりの必要性を示している。 

李、森田氏の研究では、日本と中国の大都市と中都市の街路空間における歩

行者用都市サインの設置状況を調査し、分析を行っている。その結果、案内・

誘導情報が不足、サインの分布が偏り、表示内容の不備及び設置後管理が不足

などの課題が明らかになっている。それを踏まえて歩行者が移動する際の情報

の把握を容易にする方法として、歩行者用都市サインを「軸」と「拠点」の検

討の結果から、システム化配置のデザイン方法の必要性を示唆している。 

 情報系都市環境装置に関する既往研究では、秩序ある街路景観の形成のため

には、各案内装置のシステム化配置の必要があるという結論を得た。また、ケ

ーススタディ地域における観光案内装置の配置、管理、デザイン仕様などの問

題点を整理し、今後に検討課題を残した研究だと考える。 
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2.2.観光案内サインシステムに関する研究 

観光案内サインシステムに関する既往研究には、原寛道・吉谷地裕・清水忠

男らの「散策観光者のためのサインシステムデザインの提案[注 16]」一連の研

究がある。 

 原、吉谷、清水氏らの既往研究では、千葉県南房総地域を対象に踏査調査を

行い、この地域において、観光のためのサインの乱立が景観を強く損ねている

こと、情報の提示方法や維持管理が悪いために情報そのものが分かりづらいと

いうことなどの課題が明らかになっている。以上の課題を解決するために、散

策観光者の立場から現場で求められる情報を考察し、観光情報を「地図的な情

報」、「誘導的な情報」、「説明的な情報」3 つの機能分類と、「観光拠点に到着す

る」、「歩道を歩く」、「歩くこと自体を楽しむ」3つの段階に整理した。そのうえ

で、サインシステムをピクトグラム、地図表示、誘導表示、説明表示、携帯マ

ップ、支持構造 5つの要素と提案した。 

 これらの既往研究は、実態調査と評価実験を通して、サインシステムの装置

の種類と配置方法の基礎的な指標が得られたが、本論文は都市観光案内システ

ム計画における装置と配置方法を参考にして論じたいと思う。 

 

2.3. 人間の行動と公共サインとの関係に関する研究 

 人間の行動と公共サインとの関係に関する研究は、緒方誠人と材野博司の都

市のサイン計画と行動に関する一連の研究が代表的なものである。 

 緒方、材野らの「提供情報と情報認知行動から見たアーバンサインシステム

に関する研究[注 25]」及び「都市のサイン計画に関する行動面からの研究―歩

行者のサイン・空間情報収集のための行動に関する研究[注 26]」では、対象地

域を限定して案内情報を抽出し、その内容を分析するとともに、案内のために
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提供された情報が、実際行動する場合においてどの程度機能しているかについ

て、行動者側からアンケート調査を行い、情報の種類や配置による情報の有効

性について空間特性と関連づけながら検討を行っている。その結果、案内のた

めの位置情報として出現回数が多かった大規模商業施設、地区内で案内のため

に利用されている装置の、装置利用状況とサイン利用状況は、概ね相関関係に

あり、そして業種別では商業施設が最も高いサイン利用率を示し、業務施設は

同様の装置が多く存在し、個々の施設が埋没してしまうため低いサイン利用率

となることが明らかにしている。 

これらの既往研究は、都市の歩行者用サインと利用行動の関係について、現

況の都市で利用される具体的な情報の提供内容の側面から、情報の種類や配置

の有効性に着目した、サインの情報デザインにとって示唆に富んだものである。

しかし、本論文の都市観光案内システムに関する研究は、観光案内サイン及び

デジタル情報提供装置の種類、表示内容、表示方法及び配置方法などによって

観光客に有効に情報を伝えることを目的とした、観光エリアの観光案内システ

ムの計画・デザインを基本的な課題とするものである。 

3.研究の方法および論文の構成 

3.1.研究の方法 

本研究は、情報系都市環境装置に関する研究、観光案内サインシステムに関

する研究、人間の行動と公共サインとの関係に関する研究についての考察に基

づき、次の 5件について調査を進める。 

「1. 観光案内装置に関する分布調査」では、主要な観光目的地の面状分布都

市である北九州市と大連市、主要な観光目的地の点状分布都市である京都市と

西安市の 4 つの都市の観光エリアにおいて条件が類似する街路を選定し、各都

市の調査対象ルート上に設置されている観光案内装置の数量、種類及び分布に
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ついて現地調査を行い、調査結果の分布量の定量化分析をする。その後、体系

的に分析を行うために、観光案内装置の多種多様な種類を情報の役割によって、

案内装置種類別区分及び情報内容別区分という 2 つの区分方法で分類、整理、

クロス集計などの分析によって、既存の観光案内装置の分布状況を明らかにす

る。 

「2. 観光案内装置に関する現地調査」では、調査対象地域のルート上に設置

されている観光案内装置と設置状況を撮影すると共に、外観、提供している情

報の内容（情報の正確性、外国語表記の有無など）及び設置位置の妥当性など

の項目をチェックシート上に記録し、調査地域のルート上の問題点から課題の

抽出を行う。 

「3. 観光案内装置及び観光客の行動・ニーズに関するアンケート調査」では、

上述の 4 つの都市の国内観光客と海外観光客を対象に、それぞれに観光案内装

置及び観光客の行動・ニーズに関するアンケート調査を実施し、観光客の意見

について分析を行う。 

「4.比較調査」では、観光目的地の面状分布都市である北九州市と大連市、

観光目的地の点状分布都市である京都市と西安市を取り上げ、上述の一連の調

査の結果を比較分析し、観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置

における共通点と相違点を抽出する。 

「5.事例研究調査」では、一連の調査及び分析結果から得られた知見を検証

するために、事例研究を通して、上述の 4 つの都市の観光エリアを選定し、観

光案内システムに関するデザイン方法を提案する。そして、4つの都市の産業経

済局、観光局の職員にこのデザイン方法のコンセプト及び機能などについて評

価してもらう。 
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3.2.論文の構成 

 本論文は、「序論」「第一部」「第二部」「終論」の 4部から構成される。 

 序論「研究の目的と位置づけ」は、研究の目的と既往の関連研究、論文の構

成について論じたもので、第１章により構成される。 

 第一部「観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光エリアにおける観光案

内装置に関する基礎的研究」は、観光目的地の面状分布都市である北九州市と

大連市、観光目的地の点状分布都市である京都市と西安市の 4 つの都市の観光

エリアにおいて条件が類似する街路を選定し、各都市の調査対象ルート上に設

置された観光案内装置に対する一連の調査結果の比較分析から、共通点と相違

点を見出す。これらの分析の結果の基に、現状の課題を抽出し、解決の方向性

を導き出したものであり、第 2章～第 4章により構成される。 

 第二部「都市観光案内システムデザイン方法に関する事例研究」は、第一部

で得られた知見を検証するために、事例検討を通して、日本と中国における観

光案内システムに求められるものの相違性を調べるとともに、「観光案内システ

ムの計画」、「本体と設置（コンテンツ・中身・配置）」、「観光案内システムのメ

ンテナンス」の観点から都市観光案内システム計画に関するデザイン方法が果

たす役割と効果を明らかにしたもので、第 5章と第 6章により構成される。 

 終論「まとめ」は、以上の研究結果に基づき、日本と中国の観光目的地の面

状分布と点状分布都市に分け、共通対応と個別対応を抽出し、都市観光案内シ

ステム計画に関するデザイン方法を導き出す。そして、本研究の結果をまとめ

るとともに、今後の課題と展望を論じたものであり、第 7章がこれにあたる。  

本論文は、以下のように進める。 

 「第 1 章 研究の目的と論文の構成」では、研究の目的と方法及び研究対象

を位置づけるために、情報系都市環境装置に関する既往研究、観光案内サイン
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システムに関する既往研究、人間の行動と案内装置との関係に関する既往研究

と本研究の関係を明らかにすることによって、研究の方法及び論文の構成を論

じる。 

 「第 2 章 観光目的地の面状分布都市の観光案内装置に関する基礎調査」で

は、北九州市と大連市の代表的な観光エリアを選定し、そこに設置されている

観光案内装置についての分布調査、案内装置種類別区分及び情報内容別区分調

査、観光案内装置の現地調査を行う。更に国内と海外観光客を対象に観光案内

装置及び観光行動、ニーズに対するアンケート調査を行い、その結果を分析す

る。分析により明らかとなった問題点を抽出し、両都市の観光エリアにおける

観光案内装置の現状を明らかにする。 

 「第 3 章 観光目的地の点状分布都市の観光案内装置に関する基礎調査」で

は、観光目的地の面状分布都市との比較のために観光目的地の点状分布都市の

京都市と西安市の条件が類似する観光エリアを選定し、そこに設置されている

観光案内装置についての分布調査、案内装置種類別区分及び情報内容別区分調

査、観光案内装置の現地調査を行う。更に国内と海外観光客を対象に観光案内

装置及び観光行動、ニーズに対するアンケート調査を行い、その結果を分析す

る。分析により明らかとなった問題点を抽出し、両都市の観光エリアにおける

観光案内装置の現状を把握する。 

 「第 4 章 観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置に対する調

査結果の比較研究」では、観光目的地の面状分布都市（北九州市、大連市）と

観光目的地の点状分布都市（京都市、西安市）の観光案内装置についての分布

調査、案内装置種類別区分及び情報内容別区分調査、観光案内装置及び観光行

動、ニーズに対するアンケート調査の比較分析から、観光目的地の面状分布・

点状分布都市の観光案内装置における共通点と相違点を抽出する。これらの結
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果を基に、観光案内装置の現状の課題を抽出し、解決の方向性を導き出したも

のである。 

「第 5 章 観光目的地の面状分布における観光案内システムに関するデザイ

ン提案」では、第 4 章で得られた知見を検証するために、事例検討を通して、

北九州市と大連市の観光エリアを選定し、その観光目的地、地域構造特性に関

する調査をしたうえで、北九州市と大連市における都市観光案内システムに関

するデザインを提案する。また、このデザイン提案の実用性を検証するために、

両市の観光局の職員にコンセプトと機能などについて評価を受けて、今後観光

目的地の面状分布都市の観光案内システムの改善に関する課題を見出す。 

「第 6 章 観光目的地の点状分布都市における観光案内システムに関するデ

ザイン提案」では、第 5章と同様に、第 4章で得られた知見を検証するために、

事例検討を通して、京都市と西安市の観光エリアを選定し、その観光目的地、

地域構造特性に関する調査をしたうえで、京都市と西安市における都市観光案

内システムに関するデザインを提案する。また、このデザイン提案の実用性を

検証するために、両市の観光局の職員にコンセプトと機能などについて評価を

受けて、今後観光目的地の点状分布都市の観光案内システムの改善に関する課

題を見出す。 

 「第 7 章 都市観光案内システム計画に関するデザイン方法の提案と研究の

まとめ」では、前章までの研究結果に基づき、日本と中国の観光目的地の面状

分布・点状分布都市に分け、共通対応と個別対応を抽出し、観光案内装置のシ

ステム化の手順との関係を照らし合わせて、都市観光案内システムに関するデ

ザイン方法の考え方を示す。そして、これまでの各章における調査及び分析結

果に基づき、全章のまとめを行い、今後の課題と本研究のこれからの展望につ

いて記すものとする。以上の本研究のフローを図 1-1にまとめる。 
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図 1－1 研究のフロー 

 

序論：研究の目的と位置づけ 

第 1章 研究の目的と構成 

 ・研究の背景と目的 

 ・既往の関連研究 

 ・研究の方法及び論文の構成 

第一部：観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光エリアにおける観光案内装置に関する基礎調査 

第 4章 日中観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置に対する調査結果の比較研究 

 ・観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置の分布調査結果のまとめと比較 

 ・観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置の街路形態別の分布調査結果のまとめと比較 

 ・観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置の分布調査結果のまとめと比較 

 ・観光目的地の面状分布・点状分布都市の観光案内装置及び観光行動・ニーズに対するアンケート調査結果のまとめと比較 

 ・都市観光案内装置の現状の課題の整理 

 ・現状の課題に対応する解決の方向性の検討 

第二部：都市観光案内システムデザイン方法に関する事例研究 

第5章 観光目的地の面状分布都市における観光案内システムに関する

デザイン提案 

 ・北九州市と大連市の観光地域特性に関する調査 

 ・北九州市と大連市における観光案内システムのデザイン提案 

 ・観光目的地の面状分布都市の共通観光案内システムについての考察 

 ・個別対応についての考察 

 ・都市観光案内システムに関するデザイン提案の実用性の検証 

第6章 観光目的地の点状分布都市における観光案内システムに関する

デザイン提案 

 ・京都市と西安市の観光地域特性に関する調査 

 ・京都市と西安市における観光案内システムのデザイン提案 

 ・観光目的地の点状分布都市の共通観光案内システムについての考察 

 ・個別対応についての考察 

 ・都市観光案内システムに関するデザイン提案の実用性の検証 

終論 まとめ 

第 7章 都市観光案内システム計画に関するデザイン方法の提案と研究のまとめ 

 ・日中両国の観光目的地の面状分布・点状分布都市に対応できる都市観光案内システム計画に関するデザイン方法の提案 

 ・研究のまとめ 

 ・今後の課題と展望 

第2章 日中観光目的地の面状分布都市における観光案内装置に関する

基礎調査 

 ・調査地域の選定 

 ・観光案内装置の分布調査・分析 

 ・観光案内装置の街路形態別の分布調査・分析 

 ・観光案内装置に関する現地調査・分析 

 ・観光案内装置及び観光行動・ニーズに対するアンケート調査・分析 

 ・分析より明らかとなった問題点のまとめ 

第3章 日中観光目的地の点状分布都市における観光案内装置に関する

基礎調査 

 ・調査地域の選定 

 ・観光案内装置の分布調査・分析 

 ・観光案内装置の街路形態別の分布調査・分析 

 ・観光案内装置に関する現地調査・分析 

 ・観光案内装置及び観光行動・ニーズに対するアンケート調査・分析 

 ・分析より明らかとなった問題点のまとめ 
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